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○－九州沖縄地域におけるリケッチア症（つつが

虫病と日本紅斑熱）の疫学調査及び宮崎県版啓発

用リーフレット作成の試み－ 
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九州沖縄地域における患者の発生状況を整理す

るとともに，日本紅斑熱患者が確認された宮崎県

南部と長崎県長崎半島北東部および紅斑熱患者の

確認された奄美大島でマダニ類の調査を実施した．

また，恙虫病患者の確認された沖縄県宮古島市池

間島におけるベクターと保有動物に関する調査を

行い，以下の結果が得られた． 

 さらに，本研究班の課題である「啓発法のモデ

ル化」に関連する試みの一環として，研究班の調

査で得られた成果をもとに，日本紅斑熱とつつが

虫病に関する宮崎県版のリーフレットを作成した． 

１． 2010年の九州地域におけるつつが虫病患者 

の報告数は，鹿児島県 54例，宮崎県 24例，熊本

県 11例，大分県 6例，長崎県 5例，福岡県 2 例，

佐賀県 1 例，沖縄県１例の計 104 例で，全国の患

者数（396例）の 26％を占めた．沖縄県の 1例は，

2008年に次ぐ 2 例目で，宮古島市の池間島での感

染が確認されている．また，九州地域におけるつ

つが虫病の主な発生時期は 11月と 12 月をピーク

として 10月から 3月であるが，6 月に発生したこ

の沖縄の例以外に，熊本県で 5月に 1 例，鹿児島

県で 7月に 1例の報告がある．これらの九州地域

における夏場の発生例については，病原体とベク

ターに関する知見に乏しく，今後，詳細な検討が

望まれる． 

2010年の日本紅斑熱患者の報告数は，鹿児島県

11例，熊本県 9例，宮崎県 6例，長崎県 3例，沖

縄県 1例の計 30例で，全国の患者数（133例）の

23％であった．沖縄県の 1例は，本県における初

発例で，Rickettsia japonica による感染が確認

されており，今後，この地域におけるベクター等

の調査が必要である．  

２.日本紅斑熱患者が発生した宮崎県南部でマダ

ニの調査を行った． 採取されたタカサゴキララ

マダニ，キチマダニ，タカサゴチマダニ，ヤマア

ラシチマダニ，フタトゲチマダニから，病原体の

分離を試みたが，いずれも陰性であった．また，

長崎県長崎半島北東部で，この地域で初めての日

本紅斑熱が発生したためマダニの調査を行った．

キチマダニとアカコッコマダニが採取されており，

九州地域共通のマダニ相と思われる．九州地域で

は，これらの地域に加え，五島列島の福江島と中

通島，熊本県八代地域など媒介種の確認されてい

ない地域が残っており，今後も調査を継続する必

要がある． 

３．宮古島市池間島におけるつつが虫病のベクタ

ーと保有動物に関する調査により，デリーツツガ

ムシがベクターである可能性が示された．また，

これまで国内での分布が確認されてなかった型

（台湾系）の Orientia tsutsugamushiが原因であ

ることが判明した． 
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